
工学院大学のキャリア形成・就職支援

工学院大学では、学生が関わるあらゆる活動を「成⻑の機会」と捉え、「キャリア支援」「学生活動支援」「学部・学科・研究室」「就職支援」の各セクションが連携し、
多角的・体系的に人材育成に取り組み、学生の『無限の可能性が開花する』（教育理念）を支援しています。

<お問い合わせ先>
キャリアデザインセンター所⻑ 二上武生（nikami takeo）
（教育推進機構国際キャリア科教授）
E-mail︓nikami@cc.kogakuin.ac.jp

2020年10月

オンライン個別相談（Ｗeb、メール、電話での相談）
オンラインによる講座・セミナー（通常授業とあわせて遠隔授業形式をとる）
学校求人情報、インターンシップ情報、先輩就職活動体験記等を学外から
も閲覧可能に

オンラインによる各種証明書、学校推薦状の申込及び発⾏
（https://www.kogakuin.ac.jp/career/station.html）

学生の成⻑を支援し、社会へとつなぐ 工学院大学10の主な取り組み
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講義・演習・実験（実習）をセットで学ぶカリキュラム
講義・演習・実験（実習）を繰り返しながら学び、専門分野における基礎⼒を⾼める。

個々の授業にグループワーク・PBL・プレゼンテーションを積極的に導入
学部共通の学びを経験した後に学科・専門を選ぶ、柔軟なカリキュラム

1,2年次に幅広く学ぶことで学⽣の興味関⼼にあった専門分野を選ぶことができる。
学生の成⻑を“⾒える化”して、次の目標を明確化する仕組みを構築

全学的なルーブリック導入等、学修成果の可視化を図る。
学生主体の課外活動を積極的に支援、実践⼒を⾼める機会に

世界⼀を目指す「ソーラーチーム」等、課外活動にも積極的⽀援を⾏う。

単位認定型のインターンシップで事後の振り返りまでをフォロー
1年次、2年次の低学年インターンシップから3年次インターンシップを単位認定型インター
ンシップとして実施。

まず海を渡る。本学独⾃の留学制度「ハイブリッド留学®」
英語に苦⼿意識を持ち、内向きと⾔われる学⽣に海外挑戦に踏み出すプログラムを提供。

研究の第一線で活躍する教員が指導する「研究室」
理⼯系私⽴⼤学の中でも有数の充実した研究設備を整えており、実社会に
おける先端的な研究を⾏っている教員による専門教育を指導する。結果として
学⽣の研究論⽂に対し毎年数多くの外部表彰を得る。

大学で⾝につけた⼒や個々の特性を社会で活かすための就職支援
年間を通じた就職・キャリア⽀援のガイダンスや講座だけでなく、就職⽀援センタースタッ
フやキャリアカウンセラーが年間約2,000件の個別⾯談を⾏っている。⼤学・⼤学院での
学びや専攻で⾝につけた⼒と、⾃分の強みや弱みなどを学⽣⾃⾝が理解し、それを活か
すことのできる就職を⽀援することで、⼤学の学びを社会へとつなげていく。
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■キャリア観醸成
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【キャリア形成の目的】

日本経済分析入門･事業運営の基礎知識
中国の社会と文化

⇒TOEICスコアアップ

就職支援・キャリア支援・カウンセリング・学生相談室
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研究理解
・大学で研究していることと社会のつながりを理解し、実感する

大学生活理解 専門分野理解／職業理解
・大学で学んでいる専門分野と社会のつ
ながりを理解し、実感する

・社会にふれて職業像を描く

・大学生活を知る､
慣れる

・大学での学び方を
理解する

・大学で学んでいる基礎知識や基礎技術と専門分野のつなが
りを理解し、実感する

・社会にふれて社会の仕組や社会課題を理解する

専門基礎理解／社会理解

思考⼒・表現⼒・意思決定⼒を磨く

工学院大学で何を学び、
⾝につけていくかを語るこ
とができる

1年次で何を学び、何を⾝につけられ
たか、2年次を何を学び、⾝につけるか
を語ることができる

工学院大学で学んだこと、⾝につけたことを将
来就きたい職業をとおして社会でどういかしてい
きたいかを語ることができる

工学院大学で学べたこと、⾝につけられたことを、卒
業、修了後に就く職業をとおして社会でどういかすか
を⾃信をもって語ることができる

2年次までで何を学び、何を⾝につけ
られたか、将来どのような専門分野に
関わりたいかを語ることができる

インターン
シップA

インターン
シップB

2019.02.15作成
2020.02.18改訂

「実体験を通じて物事の本質に気づく機会」を提供（※） ※学⻑メッセージ（https://www.kogakuin.ac.jp/faculty/edu/message_u.html）

＜就職支援の新型コロナウイルス感染防止対策の主な取り組み＞

論理的な思考と表現⼒を育てる講義「ロジカルライティング」
理⼯系学⽣が苦⼿意識を持つ⽂章表現⼒、プレゼンテーション⼒を1年次から磨く。
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※「工学院大学 キャリア形成概念図」（教育体系化）⇒

就職支援センター
インターンシップやキャリア・就職関連プ
ログラムの提供、個人⾯談などを通し、
⼤学⽣活で得た学⽣の知識や技術、
資質や特性を就職へとつなげます。

キャリアデザインセンター
インターンシップやキャリア関連科目
の検証と分析を⾏い、それらを研
究⼒や就職⼒につなげ、学⽣たち
が専門性＋αの武器を⾝につける
ための新たな教育カリキュラムの検
討を⾏います。

教員等
教員による最先端の研究をもとに
教育を⾏います。専門分野におけ
る基礎的な⼒、⾼度な知識や技
術を習得させるだけでなく、社会
人基礎⼒の向上に資する授業展
開や研究室運営を⾏います。

学生支援課等
「学⽣プロジェクト」や「科学教室」、
「クラブ・サークル活動」など、学⽣が主
体となって活動する機会を⽀援。実
体験を通した学⽣の成⻑を促します。

実社会で活かせる専門分野における
知識・技術の修得

実践を通した人間的な成⻑
（＝社会人基礎⼒の向上）

学生


